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1. 背景・目的 

FAT-CM装置では，コニカルシータピンチに

より生成されるスフェロマック様プラズモイド

[1]を衝突合体させ，1つのFRCを生成する過程を

検証している。この過程において，初期に生成さ

れたプラズモイドは衝突時に擾乱を受け一度配

位が破壊されるにもかかわらず，合体後にFRC

様の磁場配位の自己組織化的な再形成や磁束の

増加が観測されている[2]。このプロセスについ

て検証するため，プラズマ内部の電流を直接計

測する内部ロゴスキープローブを独自に開発し

電流を計測，その結果を内部磁場やフローの計

測結果と比較した。 

 
2. 実験結果 

装置中央断面から軸方向に0.3 m，衝突合体後，

FRCが平衡に達した際の磁気軸に相当する位置

に，トロイダル電流を観測する方向でロゴスキ

ープローブを挿入し，計測をおこなった。内部磁

場構造およびフローと測定された電流の時間発

展の比較を図 1に示す。ロゴスキープローブで

計測された反磁性電流（図 1 (c)）と反転磁場（図 

1 (d)）が，ほぼ同時刻から観測されはじめている

ことから，衝突後，20 μsの緩和時間を経てFRC

様の反転磁場構造が再形成されていると推定さ

れる。またフローの計測結果（図 1 (a)）からは，

FRCが再形成されたと考えられる時刻（t ~ 45 μs）

に， FRCの特徴の一つである反磁性方向のスピ

ンアップが見られた。図 2には，ポロイダル方向

にプローブを向けた場合の計測結果を示す。衝

突過程で見られるポロイダル電流は，衝突後に

は観測されない。この結果は，コニカルシータピ

ンチで生成されたスフェロマック様プラズモイ

ドの衝突合体により，FRCが形成されることを

示していると考えられる。 
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図 1 他の計測器との時間発展比較 

（（b）の赤色の点線はプローブの挿入位置） 

 
図 2 ポロイダル方向に向けた場合の計測結果 


